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丸山輝（まるやまてる）
学習院大学卒業。N.Y. 在住作家ジョージ・ピータ
ー氏に油彩画を師事。2003 年から 2、3年おき
に旧軽ギャラリー一色でパステル画個展を開催。

Monthly Picture
春の景

中軽井沢付近からの眺めです。神社への赤い橋が印象的でした。

A

　軽井沢高校で長期就業訓練デュアルシステムを
立ち上げ、運営に尽力したとして中山恵理奈先生
が「文部科学大臣優秀教職員表彰」に選ばれた。
デュアルシステムは生徒が地元企業へ出向き、実
践的な業務を行うもの。中山先生は2016年の同
システム導入時から生徒が希望する就業先へ自ら
話を持ち掛けるなどして地域との関係を強化して
いた。3月22日に行われた伝達式で「企業は快く

受け入れてくれた。
学校と一緒に生徒
を育てたいという
企業の気持ちがと
ても嬉しかった」
と話した。同表彰
には軽井沢西部小
学校の石山れいか
先生も選ばれた。

デュアル実習の運営に貢献
中山先生、文科相から表彰

第3回

戸枝さん（左）に義援金を手渡す渡辺さん（右）。

フランス料理世界大会出場

戸枝シェフを支援

　今年9月開催予定のフラン
ス料理のオリンピック「ボキ
ューズ・ドール世界大会」に
日本代表として出場する戸枝
忠孝さんを支援しようと、軽
井沢ガストロノミープロジェ
クトや支援者らが義援金を贈
呈した。大会での準備のため、
戸枝さんは自身のレストラン
（中軽井沢）を閉めていたが、
今年の1月に予定されていた
フランスでの本大会が2度延
期になり、営業再開と休業を
繰り返さざるを得なくなって
いる。今回、義援金を用意し
た同プロジェクトの代表・渡
辺万里さんは「支援イベント
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を行うことも考えたが、時期
的に義援金という形にしまし
た。これからの応援のきっか
けにしたいと思う」と話した。
またジャンボン・ド・ヒメキ（長
和町）の藤原伸彦さんやプリ
オホールディングス株式会社
からも寄付金等が渡された。
応援を受けて戸枝さんは「表
彰台を目指したい」と意気込
みを語った。

C

　軽井沢町は3月10日から、軽井沢駅の
南北自由通路の一部（タテ6.5m、ヨコ
1.2m）に、透明の防滑剤を使った加工を
して経過をみる実験を始めた。雨、雪の
多い時期も、歩き心地を確かめ声を集め
る。通路は御影石と大理石を使っていて、
特に靴が濡れていたリすると、滑って危
ないなどの苦情が以前からあった。現在
はスロープ部分を溝加工したり、テニス
コート用の人工芝を敷くなどして対応し
ている。

軽井沢駅の自由通路
すべらない床、実験中
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